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法では2枚の画像間のズレをScale Invariant Feature Transform（SIFT) を用いて修正した後，局所




はCondtional Random Field (CRF)の一種であり，近傍領域との整合性を考慮した識別を行う．従来法
では正方形の近傍領域を用いていたが，ここではアスベストの繊維状の形状に適した長方形領域を用
いる．長方形領域は中心画素のエッジの方向に応じて回転させる．長方形領域を用いることにより，
正方形領域を用いる場合よりも誤検出を減少させることができる． 
 
 
